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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第76期

第３四半期連結
累計期間

第77期
第３四半期連結
累計期間

第76期

会計期間

自　平成23年
　　４月１日
至　平成23年
　　12月31日

自　平成24年
　　４月１日
至　平成24年
　　12月31日

自　平成23年
　　４月１日
至　平成24年
　　３月31日

売上高 (千円) 26,434,79229,815,56836,319,199

経常利益 (千円) 437,329 512,553 672,712

四半期(当期)純利益 (千円) 215,907 71,052 423,430

四半期包括利益又は
包括利益

(千円) △18,615 131,457 344,620

純資産額 (千円) 9,166,2009,785,1489,565,522

総資産額 (千円) 23,180,84124,275,93823,658,294

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 13.73 4.52 26.94

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 37.4 37.7 38.2

 

回次
第76期

第３四半期連結
会計期間

第77期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自  平成23年
    10月１日
至  平成23年
    12月31日

自  平成24年
    10月１日
至  平成24年
    12月31日

１株当たり四半期
純利益金額

(円) 5.24 5.13

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しておりま

せん。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について重要

な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した

「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が

判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、第１四半期においては、国内需要も回復傾向が見られまし

たが、第２四半期に入り海外経済の減速を受け、回復の動きが足踏み状態にあります。我が国経済の先行きとし

ては、円高の修正による輸出環境の改善が期待される等、徐々に回復の兆しはみられるものの、海外経済の動向

は引き続き不透明な状況です。

当業界におきましても、第２四半期以降の海外経済の減速に加え、エコカー補助金終了や中国での日本製品の

不買運動の影響等から、とりわけ国内の自動車産業向けにおいて需要が減少しております。

このようななか当社グループは、需要家の海外への生産移管の動きへの対応に注力し、東南アジア地区の販売

は比較的堅調に推移しましたが、家電産業向けの落ち込みに加え、第２四半期以降の海外経済の減速を受け、国

内外で製品構成の悪化が見られる等、事業環境は依然として厳しい状況にあります。

このような結果、当第３四半期連結累計期間の当社グループの売上高は、29,815百万円（前年同四半期比

12.8％増）、経常利益は512百万円（前年同四半期比17.2％増）となりました。四半期純利益は、子会社の解散に

伴い発生が見込まれる損失を特別損失に計上したこともあり、71百万円（前年同四半期比67.1％減）となりま

した。

 

当社グループのセグメント業績は次のとおりであります。

日本

日本は、第１四半期においては国内需要も緩やかな回復傾向にありましたが、第２四半期以降、海外経済の

減速を受けていることに加え、自動車の国内販売不振等もあり、需要の回復傾向に翳りがみられます。

部門別の概況として樹脂コンパウンド部門は、第２四半期以降の海外経済の減速により需要は減少傾向に

あり、とりわけ自動車産業向けに関しては、エコカー補助金終了の影響や中国での日本製品の不買運動の影響

から、需要が落ち込みました。次に、樹脂用着色剤部門は、自動車産業向けの需要は落ち込んだものの、情報機

器関連が好調で、全体としては概ね計画通りに推移しました。最後に、加工カラー部門は、厳しい事業環境が続

くなか、自動車産業向けは落ち込みましたが、建材産業向けは震災の復興需要等から回復傾向にあります。こ

の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、18,089百万円（前年同四半期比1.4％増）、営業利益は167百

万円（前年同四半期比23.7％増）となりました。

 

東南アジア
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東南アジアは、海外経済の減速の影響を受けたものの、インドネシアや南米等の堅調な需要に支えられて、

ＯＡ産業向けや自動車産業向けを中心に受注が回復しており、当第３四半期連結累計期間の売上高は11,334

百万円（前年同四半期比35.9％増）となりました。損益面においては、汎用製品の比率が比較的高かったこと

もあり、営業利益は316百万円（前年同四半期比0.1％増）となりました。

 

その他

その他は、当第３四半期連結累計期間の売上高が392百万円（前年同四半期比56.7％増）、営業損失は20百

万円（前年同四半期営業損失19百万円）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は24,275百万円と前期末の23,658百万円に比べ617百万円の増加とな

りました。

資産のうち流動資産は13,772百万円と前期末の13,468百万円に比べ303百万円の増加となりました。この主な

要因は、現金及び預金が138百万円、製品、原材料及び貯蔵品が合計で22百万円それぞれ増加したことなどによる

ものです。

固定資産は10,503百万円と前期末の10,189百万円に比べ313百万円の増加となりました。この主な要因は有形

固定資産が216百万円増加したことなどによるものです。

負債合計は14,490百万円と前期末の14,092百万円に比べ398百万円の増加となりました。負債のうち流動負債

は11,124百万円と前期末の10,717百万円に比べ407百万円の増加となり、固定負債は3,366百万円と前期末の

3,375百万円に比べ9百万円の減少となりました。流動負債増加の主な要因は短期借入金が318百万円増加したこ

となどによるものです。また、純資産合計は9,785百万円と前期末の9,565百万円に比べ219百万円の増加となり

ました。

 

(3) 対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において当社グループが対処すべき課題について、重要な変更および新たに生じ

た課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における当社グループ全体の研究開発費は134百万円であります。

 

(5) 従業員数

当第３四半期連結累計期間において当社グループの従業員数に著しい増加又は減少はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,758,99415,758,994
東京証券取引所
(市場第二部)

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式であり
ます。
単元株式数は1,000株であり
ます。

計 15,758,99415,758,994― ―

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年12月31日 ― 15,758,994 ― 1,481,159 ― 1,047,700
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載すること

ができませんので直前の基準日である平成24年９月30日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式であります。
単元株式数は、1,000株であります。普通株式 44,000

完全議決権株式(その他)
普通株式

15,636,000
15,636 同上

単元未満株式 普通株式 78,994 ― ―

発行済株式総数 15,758,994 ― ―

総株主の議決権 ― 15,636 ―

(注)１「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式601株が含まれております。

２　なお、当第３四半期会計期間末日現在、当社所有の自己株式は44,604株(うち単元未満株式604株)であり、全て普通株式

であります。

 

② 【自己株式等】

平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
日本ピグメント株式会社

東京都千代田区鍛冶町
１丁目９－14

44,000 ― 44,000 0.28

計 ― 44,000 ― 44,000 0.28

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第64号)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年10月１日から平

成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日まで)に係る四半期

連結財務諸表について、聖橋監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,107,635 3,246,361

受取手形及び売掛金 ※1
 6,816,052

※1
 6,601,168

製品 1,769,174 1,717,424

原材料及び貯蔵品 1,444,532 1,518,654

その他 331,288 688,989

貸倒引当金 △83 △304

流動資産合計 13,468,599 13,772,294

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,927,856 2,809,333

土地 3,480,061 3,634,100

その他（純額） 1,226,857 1,408,030

有形固定資産合計 7,634,774 7,851,465

無形固定資産 59,925 76,707

投資その他の資産

投資有価証券 2,131,689 2,202,204

その他 411,491 415,847

貸倒引当金 △48,185 △42,579

投資その他の資産合計 2,494,995 2,575,471

固定資産合計 10,189,695 10,503,644

資産合計 23,658,294 24,275,938

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※1
 6,198,820

※1
 5,943,129

短期借入金 3,293,454 3,611,618

未払法人税等 62,311 112,123

賞与引当金 216,954 128,123

関係会社整理損失引当金 － 240,000

その他 ※1
 945,821

※1
 1,089,781

流動負債合計 10,717,361 11,124,777

固定負債

長期借入金 2,678,351 2,591,851

繰延税金負債 395,595 432,011

退職給付引当金 177,411 203,109

役員退職慰労引当金 124,052 139,040

固定負債合計 3,375,410 3,366,013

負債合計 14,092,772 14,490,790
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,481,159 1,481,159

資本剰余金 1,047,700 1,047,700

利益剰余金 7,525,632 7,502,394

自己株式 △13,824 △13,962

株主資本合計 10,040,667 10,017,292

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 298,995 347,052

為替換算調整勘定 △1,291,917 △1,222,872

その他の包括利益累計額合計 △992,921 △875,819

少数株主持分 517,776 643,676

純資産合計 9,565,522 9,785,148

負債純資産合計 23,658,294 24,275,938
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

売上高 26,434,792 29,815,568

売上原価 24,037,801 27,318,956

売上総利益 2,396,991 2,496,612

販売費及び一般管理費 1,965,157 2,033,692

営業利益 431,833 462,920

営業外収益

受取利息 5,618 4,410

受取配当金 49,428 48,766

持分法による投資利益 11,318 18,098

その他 59,266 80,193

営業外収益合計 125,632 151,468

営業外費用

支払利息 87,444 82,201

その他 32,691 19,634

営業外費用合計 120,135 101,835

経常利益 437,329 512,553

特別利益

固定資産売却益 3,667 2,791

特別利益合計 3,667 2,791

特別損失

固定資産除売却損 7,248 5,475

投資有価証券評価損 20,023 30,880

投資有価証券売却損 51 17

関係会社整理損失 － 281,291

特別損失合計 27,322 317,666

税金等調整前四半期純利益 413,674 197,678

法人税、住民税及び事業税 82,026 158,312

法人税等調整額 88,585 8,604

法人税等合計 170,611 166,916

少数株主損益調整前四半期純利益 243,063 30,761

少数株主利益又は少数株主損失（△） 27,155 △40,290

四半期純利益 215,907 71,052
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 243,063 30,761

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △48,007 48,057

為替換算調整勘定 △173,640 51,467

持分法適用会社に対する持分相当額 △40,029 1,170

その他の包括利益合計 △261,678 100,695

四半期包括利益 △18,615 131,457

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △45,566 188,154

少数株主に係る四半期包括利益 26,951 △56,697
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【会計方針の変更等】

 

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

 (会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取

得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

従来の方法に比べて、これによる当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利

益に与える影響は軽微であります。

 

【追加情報】

 

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

 (連結子会社の解散および清算について)

当社は、連結子会社であります日本プリントインキ株式会社および三和カラーリング株式会社を解散すること

を決議いたしました。なお、これに伴い、解散による損失見込額を関係会社整理損失として、特別損失に281,291千

円計上しております。

 

１．解散に至った経緯

当社は、当該連結子会社２社の事業方針について検討を重ねた結果、日本プリントインキ株式会社については

化成品事業の合理化のため、三和カラーリング株式会社についてはＡＢＳ事業を取り巻く環境が年々厳しさを

増してきており、国内需要は今後も減少傾向が見込まれる状況のため、それぞれ解散することといたしました。

なお、日本プリントインキ株式会社にて行っていた製造販売は、当社へ移管いたしました。

 

２．解散する当該子会社の概要

①　日本プリントインキ株式会社

(1) 所在地埼玉県熊谷市今井字上本郷1035番１

(2) 代表者代表取締役社長　平岡　正彦

(3) 事業内容加工カラー製品、樹脂用着色剤製品の製造販売

(4) 資本金90,000千円

(5) 設立 昭和42年２月６日

(6) 株主構成当社100％

②　三和カラーリング株式会社

(1) 所在地東京都千代田区鍛冶町一丁目９番14号

(2) 代表者代表取締役社長　浅羽　幸夫

(3) 事業内容樹脂コンパウンド製品の製造

(4) 資本金50,000千円

(5) 設立 昭和45年４月８日

(6) 株主構成当社52.0％、ユーエムジー・エービーエス株式会社48.0％

 

３．当該子会社の解散日程

①　日本プリントインキ株式会社

平成24年12月28日に開催された臨時株主総会にて、平成24年12月31日に解散することが決議されました。

なお、平成25年12月31日に清算結了する予定であります。

②　三和カラーリング株式会社

平成25年４月30日に解散決議を行う予定であります。また、平成25年９月30日に清算結了する予定であり

ます。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

  なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手

形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

 当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

受取手形及び売掛金 61,805千円  58,959千円

支払手形及び買掛金 50,874千円  53,158千円

流動負債その他 7,548千円  19,140千円

 

(四半期連結損益計算書関係)

前第３四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自

　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日)

該当事項はありません。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

  当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

 
当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

減価償却費 559,676千円  525,875千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１  配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 141,442 9.00平成23年３月31日平成23年６月30日

 

２  基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発

生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

      該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

１  配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 94,290 6.00平成24年３月31日平成24年６月29日

 

２  基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発

生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

      該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注１)

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
(注２)日本 東南アジア 計

売上高        

  外部顧客への売上高 17,841,5378,342,97126,184,509250,28326,434,792― 26,434,792

  セグメント間の内部
  売上高

104,213 373 104,587 ― 104,587△104,587 ―

計 17,945,7518,343,34426,289,096250,28326,539,380△104,58726,434,792

セグメント利益又は損失
(△)

135,058315,847450,906△19,072431,833 ― 431,833

(注) １　「その他」の区分は、海外事業の内、報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。

２　セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注１)

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
(注２)日本 東南アジア 計

売上高        

  外部顧客への売上高 18,089,08611,334,22029,423,306392,26229,815,568― 29,815,568

  セグメント間の内部
  売上高

106,800 ― 106,800 ― 106,800△106,800 ―

計 18,195,88611,334,22029,530,107392,26229,922,369△106,80029,815,568

セグメント利益又は損失
(△)

167,118316,002483,121△20,201462,920 ― 462,920

(注) １  「その他」の区分は、海外事業の内、報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。

２  セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３  報告セグメントの変更等に関する事項

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、第１四半期

連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却

の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人税法に基づく方法に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の「日本」のセグメント利益に与える影響は軽微

であります。
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(１株当たり情報)

  １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額(円) 13.73 4.52

四半期連結損益計算書上の四半期純利益金額(千円) 215,907 71,052

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 215,907 71,052

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 15,715 15,714

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

平成25年２月13日

日本ピグメント株式会社

取締役会　御中

聖橋監査法人

 

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　　永　　田　　　　　敬　　㊞

 

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　　平　　山　　　　　昇　　㊞

 

指定社員
業務執行社員

 公認会計士    倉    見    義    弘    ㊞

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本ピグメ
ント株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成24年
10月１日から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日まで)
に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及
び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期
連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対
する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準
に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される
質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥
当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と
認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本ピグメント株式会社及び連結子会社の平成24年12月31
日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさ
せる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 
以　上
 

 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提出

会社)が別途保管しております。
２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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